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次期伏見区基本計画『伏見区基本計画 2025（案）』に係る意見募集の結果について 

 

１ 募集期間 

令和 3年 3月 24 日（水）～4 月 23 日（金） 

 

２ 周知方法 

・市民意見募集パンフレットの配布（伏見区役所及び支所，区役所関連部署窓口，関係する団体等） 

 ・ホームページ掲載（京都市情報館） 

 ・関係団体等への意見聴取 

 

３ 意見数 

意見をいただいた方の数 66 名  意見総数 113 件 

 

４ 属性 

 

（１）年代 

年代 人数 割合 

10 歳代 10 15.2% 

20 歳代 12 18.2% 

30 歳代 6 9.1% 

40 歳代 13 19.7% 

50 歳代 10 15.2% 

60 歳代 1 1.5% 

70 歳代 7 10.6% 

70 歳以上 5 7.6% 

不明 2 3.0% 

合計 66 100.0% 

 

（２）居住地等 

居住地 人数 割合 

伏見区内 33 50.0% 

伏見区以外の京都市内 19 28.8% 

京都市外 13 19.7% 

不明 1 1.5% 

合計 66 100.0% 
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５ 意見の内訳 

関連項目 意見数 

計画の位置づけや背景について  6 

1 めざすまちづくりの将来像について  3 

2 重点戦略について  6 

3  取組方針について   

  取組方針 1 誰もが安心して安全に住み続けられるまちづくり 25 

  
取組方針 2 地域ぐるみで子ども・若者を健やかに育み，誰もが健康に暮ら

せるまちづくり 
10 

  
取組方針 3 伏見力（伏見の地域力），豊富な歴史資源などを継承・発展さ

せるまちづくり 
13 

  
取組方針 4 伏見の豊かな自然を守り，継承する脱炭素・自然共生・循環型

のまちづくり 
16 

  取組方針 5 伏見の特色を活かした文化・産業・観光振興のまちづくり 22 

4 地域別のまちづくりの取組方針  10 

5 その他  2 

合計 113 
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６ 意見の内訳別意見概要 

 意見の概要 御意見に対する考え方 

●計画の位置づけや背景について 

１ 

■京都市全体の政策の方向性について 

・人口動態は未来を予測しうる数少ない指標の１つであり，

2010 年までに市は財政的，政策資源を若者世代へシフトす

べきだった。 

・市の主な役割は，どこに痛みをあてがうかの調整だけとなっ

ている。歴史があり，高い理想や誇りを持つ京都が疲弊して

いくのは見るのは心が痛む。 

・労働力世帯が市から去っていく現状は市の方針のシフトチェ

ンジを怠った結果であり，区役所に何か対応を期待するのは

間違っている。 

・元気のあるなしに関わらず高齢者ばかりのまちにしたいので

あれば，従来の施策を続けるのが正解。 

京都市の財政状況等につい

ては策定背景としてスペース

を取って記載しており，現在

別途検討している行財政改革

を踏まえて，伏見区基本計画

に掲げる取組を進めてまいり

ます。 

２ 

■京都市財政について 

・危機的な財政状況について危機意識が希薄。財政問題は計画

策定の背景ではなく，計画の実行・推進のための不可欠な要

素であり，位置付けの格上げ，記述の充実・強化が必要。 

・市財政の状況を重点的に説明するページを設けるべき。行政

サービスが低減する可能性が大きいことを踏まえ，そうせざ

るを得ないことをしっかりと説明することで，住民の行政に

対する不信感の軽減も期待できる。 

1 めざすまちづくりの将来像について 

３ 

■子供からお年寄りまでを対象としてほしい 

・高齢者や障碍者に関する具体的な計画や取組にほとんど触れ

ておらず，「子どもからお年寄りまで」との将来像に対し

て，ほぼ期待できる内容が見当たりません。これでは，誰も

が安心して住み続けられないように思います。 

御意見の内容は取組方針２

取組２に含まれております

が，より明確に示すため，取

組２の表題に誰もが安心して

暮らせる趣旨を追記します。 

４ 

■目標を数値化すべき 

・計画について，目標を数値化できるものはしたほうが良いと

思う。 

数値目標や個別具体的な将

来像については設定が難しい

面もありますが，計画推進に

当たっては，目標や将来像の

分かりやすさ等にも留意しな

がら取り組んでまいります。 

５ 
■将来像が漠然としている 

・将来像が漠然としている。 

2 重点戦略について 

６ 

■近所のつながりを大切にした住み続けたいまち 

・伏見で生まれ育ったが，これからも伏見に住み続けたいと思

う。理由としては，近所とのつながりがあり，いろいろと声

をかけてもらえるので，親しみやすい地域だと思う。 

重点戦略に記載しており，

いただいた御意見の趣旨を踏

まえ，引き続き，地域の方に

住み続けたいと感じていただ

けるまちづくりを進めてまい

ります。 

 

７ 

■便利なまちであることを活かした住み続けたいまち 

・伏見に生まれ育ち，これからも住み続けたいと思う。商店街

が近くにあり，便利なところが良い。 
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８ 

■子育て世代の定住 

・市内最大の人口である伏見区で，今後，人口が大きく減って

いくことに危機感を覚えた。子育て世代の区外転出の要因分

析をしっかり行い，対策に取りくんで欲しい。 

取組方針１取組３や取組方

針 2 取組 1 に記載しており，

いただいた御意見の趣旨を踏

まえ，伏見区で子育てしたい

と感じていただけるまちづく

りを進めてまいります。 

９ 

■大学生に伏見に興味を持ってもらう 

・大学と連携して伏見の魅力を発信できればいい。共同企画や

区役所でのインターン等を通じて，学生世代から伏見に興味

を持ってもらえるようになれば良い。 

取組方針３取組３に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，大学などの教

育機関とも連携しながら，魅

力発信などの取組を進めてま

いります。 

10 

■伏見港の雰囲気を保ちつつお店を増やしたい 

・伏見港のイベントに行ったが，綺麗で緑豊かで水の流れが穏

やかで凄く良い場所でした。あの雰囲気を保ちつつ，お店が

増えれば良い。 

取組方針５や重点戦略に記

載しており，いただいた御意

見の趣旨を踏まえ，伏見の地

域経済の活力創造，賑わいづ

くりを進めてまいります。 

11 

■経済対策を重視 

・経済至上主義的なこの国の風土が好きではなく，欧米のよう

に心豊かに過ごせたらいいと思っていた。しかしコロナの影

響を見ていると，やはりお金は大事で，経済対策を頑張って

欲しい。 

3  取組方針について 

・取組方針 1 誰もが安心して安全に住み続けられるまちづくり 

12 

■防災，交通安全，防犯など安心安全な暮らし 

・災害，特に水害を想定したハザードマップの普及，マップを

活用した避難訓練の定期実施。（良いものを作っているので

活用されていないのはもったいないと感じている） 

・福祉避難所設置に関する周知。 

・将来の子どもたちのことを考え，子どもが健やかに成長で

き，地域で防災に取り組める安心安全なまちづくりを進めて

ほしい。 

・伏見中学校の周辺道路が狭く，夜間は暗く感じる。車と自転

車の接触があるなど道路面に問題あるように感じる。 

・横断歩道，信号がない道が多く，住民の声を届けるシステム

があれば良い。多くの声が集まるポイントを改善することで

事故率低下につながると思う。 

・全体的に夜道が暗い印象があり，防犯の面，子育ての面で安

心して暮らせるように街灯の増加や LED 化などが必要。 

・御陵の横の道が暗いので，もっと明るい道になれば安全。 

・治安面で不安がある。夜間の見回りを増やすなど安心して暮

らせる工夫があれば良い。 

・団地でセアカゴケグモが出て，暮らしの安全が損なわれた。 

・公園の数は多いが手入れされていないと感じる。 

・たばこやごみのポイ捨てが多い。ゴミ箱を増やせば，街がき

れいになると思う。  

取組方針１取組１に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，防災・減災や

交通安全，防犯対策の推進な

ど，地域ぐるみで安心安全に

暮らせるまちづくりを推進し

てまいります。 
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13 

■交通ネットワーク・高齢者の移動手段対策 

・コミュニティバスは買い物，通院，外出時に助かっている。

経営が大変と聞くが，地域の高齢者の足となるバスを続けて

いただけるよう願う。 

・時間通りにバスが来て，運転手にも話しかけやすい。 

・交通の利便性が悪い地域があるので改善できればベッドタウ

ンとしての PR にもつながる。 

・高齢者が多くなっており，バスの本数を増やして欲しい。 

・最終バスの時間が早い。場所によってはバス停まで遠い。 

・公共交通機関にバスという選択肢が用意されていないように

感じる。 

・現状では公共交通ネットワークが形成されていないので，利

便性が増すように，事業者への補助メニューを創出すべき。 

・区内の東西方向の移動を整備する必要がある。 

・醍醐，六地蔵地域と向島地域を直結する道路も公共交通もな

く，道路環境の改善が求められる。 

・横大路など交通が不便な地域への配慮をお願いしたい。 

・久我の杜は，高齢者にとって公共交通が不便なので，阪急方

面への路線確保に取り組むべき。 

・地下鉄竹田駅から京阪本線まで延長し，横大路あたりを開発

都市としてはいかがか。 

取組方針 1 取組２に記載

しており，いただいた御意見

の趣旨を踏まえ，公共交通の

利用の推進と合わせて，地域

特性に応じた持続可能なまち

づくりを実現する公共交通ネ

ットワークの形成を進めてま

いります。 

14 

■伏見ファンの獲得 

・「伏見ファン」の獲得に向けた伏見と出会うきっかけづくり

に取り組むとされているが，具体策が書かれていない。将来

の人口増にもつながる大変重要な施策と思うので，ぜひ具体

策を区民に示してほしい。 

取組方針１取組 3 と合わ

せて，重点戦略に住みたい，

住み続けたいまち・伏見プロ

ジェクトを位置付けており，

いただいた御意見の趣旨を踏

まえ，今後も魅力発信と移

住・定住促進の取組を具体的

に進めてまいります。 

15 

■大学と連携して伏見の魅力を発信 

・大学等との連携が重要。学生がもつ発想・創造する力を活用

し，伏見区の魅力発信などに取り入れことができる。伏見区

のイメージを大きく変える取組に期待している。 

取組方針３取組３に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，大学などの教

育機関と連携した魅力発信な

どの取組を進めてまいりま

す。 

・取組方針 2 地域ぐるみで子ども・若者を健やかに育み，誰もが健康に暮らせるまちづくり 

16 

■子どもの居場所づくり 

・子どもたちが安心して安全に過ごせる居場所づくりを伏見で

も進めていただきたい。理想は子どもが多い伏見をはじめと

した市南部地域にこども未来館（中京区）のような施設がで

きればと願っている。 

・こども未来館と同じような施設が伏見にできれば伏見区の人

口増につながると考える。 

取組方針２取組１に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，子ども・若者

が安心して過ごせる居場所づ

くりなど，今後も子育てした

いと実感できるまちづくりを

進めてまいります。 

また，施設整備について

は，今後の参考とさせていた

だきます。 
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17 

■若者への支援 

・若者への支援を行い，人口や出生率を上げる取組が必要。 

取組方針２取組１に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，安心して妊

娠・出産・子育てできる環境

づくりなどの取組を進めてま

いります。 

18 

■中学生の通学の改善 

・市立桃山中学校に在籍する生徒の大半が電車通学。公立小中

学校は徒歩や自転車通学であるべきではないでしょうか。 

・通学区域の見直し，あるいは電車通学による家計負担の軽減

について検討していただきたい。 

御意見については，今後の

参考とさせていただきなが

ら，伏見区基本計画に掲げる

取組を進めてまいります。 

19 

■特別支援学級の充実 

・市立小学校には支援クラスがあるが，中学校は普通クラスの

みになる。特別支援学校の中等部にいくと進路は高等部だけ

となり，卒業後の進路は B 型自立支援施設になり，自立とは

程遠い就労となる。中学・高校においても支援クラスを創設

し，自立の路を整えるほうが良いのではないか。 

御意見については，今後の

参考とさせていただきなが

ら，伏見区基本計画に掲げる

取組を進めてまいります。 

20 

■学校と地域のつながりづくり 

・小学校の空き教室を利用して児童館のような機能を持たせた

り，伏見工業高校の跡地にできる新高校の敷地内に子供の施

設を併設する等して地域と学校が繋がれる取組を進めて欲し

い。老人施設や図書館が学校の中にあるようなイメージ。 

取組方針２取組１に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，地域ぐるみで

の「はぐくみ文化」の普及を

進めてまいります。 

21 

■地域活動の充実化 

・豊かな自然を守る取組，地域ぐるみで子ども・高齢者の見守

りとして 5 学区各種団体の定期的な取組を提案したい。 

取組方針２に記載してお

り，いただいた御意見の趣旨

を踏まえ，子どもや高齢者の

地域での見守り等の中で，誰

もが安心して豊かな暮らしを

送ることができるまちづくり

を進めてまいります。 

22 

■高齢者の居場所づくり 

・高齢者が多く，これからも増えていくと思うので，お年寄り

がいける場所があれば，ずっと住み続けたい町になるのでは

ないか。 

御意見の内容は取組方針２

取組２に含まれており，より

明確に示すため，取組２の表

題に誰もが安心して暮らせる

趣旨を追記します。 

23 

■地域のことを学ぶ機会 

・地元出身の有名人や歴史家，まちづくり活動の方などによる

小中学校での地域のことを学ぶ授業があれば良い。 

取組方針２取組３に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，子どもも含め

て，「学び」による伏見の魅

力の発見などの取組を進めて

まいります。 

・取組方針 3 伏見力（伏見の地域力），豊富な歴史資源などを継承・発展させるまちづくり 

24 

■ICT を活用したコミュニティの形成と地域活性化 

・年齢やライフスタイルが多様化するなか，ICT の活用によ

り，集まらずとも情報交換や議論が交わせることでより事業

に参加しやすい環境が作られ，地域が活性化することに期待

している。 

取組方針３取組２に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，ICT 活用によ

る地域活動の活性化や，多様

な地域コミュニティの連携促
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25 

■自治会の加入促進・コミュニティの活性化 

・自治会加入の低下率は頭の痛い問題。加入のメリットなどイ

ンパクトのある対策が必要。多くの計画案があるが自治会が

主体となって進めていくべきと考える。 

・人とのつながりが希薄になっている。まちの活性化が必要。 

進などの取組を進めてまいり

ます。 

26 

■多様な年齢層が暮らせるまちづくり 

・深草学区はまちの身近なところに歴史を感じられる藤森神社

があり，その神社で地域・多世代の方々の交流ができ，また

地域活動の活性化にも取り組んでいる。多様な年齢層によっ

て安心・安全に暮らせる地域づくりが進められたら良い。 

取組方針２取組２に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，誰もが住み慣

れた地域で安心して暮らし続

けられる地域福祉を推進して

まいります。 

27 

■酒蔵のある町並み 

・灘と異なり，伏見は酒蔵が密集して風情があって良い。この

町並みを残してほしい。 

・伏見は昔からある建物，酒蔵が魅力だと思う。これからも残

っていってほしい。 

取組方針３取組３に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，酒蔵などの地

域の魅力を継承・発展させる

取組を進めてまいります。 

 

28 

■歴史的資源の活用と継承 

・伏見には桃山城，御香宮，天皇陵，伏見稲荷などたくさんの

歴史，文化があることを学校や地域の方から聞いて育ってき

た。歴史や文化がしっかりと受け継がれていくことが大切。 

・深草の稲荷や醍醐の醍醐寺のような有名な観光スポットが南

浜，板橋エリアにない。 

・歴史資源や酒造業等の地元の魅力について，若い世代と発掘

する機会が必要。 

取組方針３取組３に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，多様な伏見の

魅力の継承・発展，次世代の

担い手育成などの取組を進め

てまいります。 

29 

■伏見港の活用に向けた整備 

・伏見みなと広場をもっと PR してほしい。自然環境の良い場

所であるが，地元の方にも知られておらず，夜間は真っ暗で

少々危なく感じる。 

・十石舟の船着き場を綺麗にしてほしい。観光で乗船したが受

付周辺が鬱蒼としていて，雰囲気的にも近づきにくい。 

取組方針５に記載してお

り，いただいた御意見の趣旨

を踏まえ，伏見港などの伏見

の特色を活かした産業・観光

振興など，地域の賑わいづく

りを進めてまいります。 

30 

■伏見区の特産品づくり 

・お酒以外の特産品を作って欲しい。お酒が飲めない，関心が

低い層にもリーチできる食べ物があれば伏見の PR に繋がる

と思う。 

31 

■公共施設の有効活用 

・地域の図書館の利活用。 

取組方針２取組３に，図書

館を核とした生涯学習の推進

を記載しており，いただいた

御意見の趣旨を踏まえ，今後

も取組を進めてまいります。 

・取組方針 4 伏見の豊かな自然を守り，継承する脱炭素・自然共生・循環型のまちづくり 
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32 

■地球温暖化対策，循環型の暮らし 

・伏見が環境に優しいまちになってほしい。 

・脱炭素や地球温暖化による暑さ対策を進めて欲しい。打ち水

などの文化もしっかり大切にしてほしい。脱炭素を進めるに

は企業努力に加え，一人ひとりの意識と生活の変化が必要。 

・温室効果ガス削減目標を 46％と（国が）宣言しているが不十

分。 

・生ゴミを資源として回収し，コンポストでたい肥をつくり，

希望者へ販売などの活用ができないか。 

・プラゴミ削減のためには，リサイクルが重要であるが，作り

出さないことがそもそもの解決に繋がる。持ち込み容器を推

奨するなどできることからの仕組み作りが必要。 

 取組方針４取組１に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，伏見区に立地

する環境学習施設，環境関連

施設等も活かしながら，脱炭

素や循環型の暮らしに向けた

取組を進めてまいります。 

 

33 

■環境施設の一極集中 

・大気汚染物質である NO2 濃度は市内で平均 20～25ppb で

あるが，この地域の幹線道路沿いでは 50 を超える箇所があ

る。この地域は環境施設が多数あり，住民の健康への影響が

危惧されている。環境施設の一極集中を解消するべき。 

34 

■自然環境，生物多様性 

・豊かな自然環境を守り，生物多様性の保全を行うべき。 

・生物多様性の保全には府市連携，環境保護団体との連携が必

要。 

・十石船がある宇治川派流など，伏見にとって水は自然を感じ

られる貴重な資源と思う。 

・水がきれいだが，ヌートリアやアオダイショウが多く，草刈

りが必要な箇所がある。 

・工場排水やタイヤが沈んでいるなど水質改善の必要がある。 

・疏水から悪臭が立ち上る時期がある。 

取組方針４取組 3 に記載

しており，いただいた御意見

の趣旨を踏まえ，多様な動植

物が息づく豊かな自然環境の

保全や，緑化などの環境づく

りの取組を進めてまいりま

す。 

35 

■緑化等の促進 

・国道 1 号線，24 号線などの幹線道路に囲まれ，排ガスや工

業地帯によるイメージの悪化が懸念されるので，緑化策や自

然環境の PR など住みやすさの魅力発信が必要。 

・水と緑と温もりのまちを掲げるのであれば，現存している

木々の管理を重視すべき。  

36 

■まちの美化 

・ごみが落ちていたり，まちの美化の必要性を感じる。 

・ゴミの不法投棄問題，分かりづらいプラの分別。 

・取組方針 5 伏見の特色を活かした文化・産業・観光振興のまちづくり 

 

37 

■林業の振興 

・伏見区内は市内随一の農業生産地であるが，林業の面も計画

に含んではどうか。 

いただいた御意見を踏ま

え，計画案の文言を「農林業」

に修正しました。 

38 

■新型コロナ感染拡大による経済への影響 

・コロナで大きな影響を受けている伏見の地域経済に対する支

援策がもっと広がれば良いと思う。 

・稲荷地域，コロナ禍で観光客が減り，静かになり過ぎてい

る。地元のイベント等で賑わいを復活して欲しい。 

 取組方針５取組１に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，新型コロナウ

イルス感染症の影響を受けた

地域経済の再生や伏見の食文

化の継承などの取組を進めて

まいります。 39 

■食文化への着目 

・酒粕が食卓に出るなど生活に伏見の文化が直結している。 

・加茂のトマトや九条ネギなど市内の野菜は美味しい。 
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40 

■らくなん進都等のまちづくりの推進 

・らくなん進都をはじめ，「伏見ルネッサンスプランによる南

部創造のまちづくりや」を挿入してはどうか。 

取組方針５取組２に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，らくなん進都

をはじめ，伏見の地域資源を

活用して，ものづくり，スタ

ートアップの推進などの取組

を進めてまいります。 

 また，下鳥羽・横大路・納

所・淀地域の取組方針に，

「伏見ルネッサンスプラン」

の取組などを踏まえたまちづ

くりを記載しており，今後も

取組を進めてまいります。 

41 

■区画整理事業の推進と企業誘致 

・南部地域は平成元年以降区画整理事業を進めているが未だ道

半ばである。地域では環境施設が多く存在し，まちづくりに

大いに影響を及ぼしている。 

・南部地域の区画整理事業による広大な保留地を活用して企業

誘致を進めるべきと考える。産業処理施設から先進的工業ゾ

ーンへの転換が望まれる。伸びしろがある地域。 

42 

■企業誘致の促進 

・淀競馬場があるので，競走馬用のトレセン誘致をはじめとす

る伏見固有の積極的な企業誘致があれば区内の強みになる。 

43 

■事業者・大学と連携した雇用の場の創出 

・地域経済の活性化に努めるのは若者世代と思う。移住促進に

は，雇用の場が必要であり，事業者，大学と連携した取組が

重要だと思う。 

・経済の好循環を生み出すためにも，若者，事業者，大学どこ

を起点にサイクルを回していくのかが重要だと思う。 

取組方針５取組２に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，雇用の創出や

産業発展などを通して，伏見

で「働きたい」と実感いただ

ける取組を進めてまいりま

す。 

44 

■観光振興によるまちづくり 

・一部，都会的な雰囲気があったり下町のような雰囲気があっ

たり独特の魅力があるが，これといった観光名所のような強

いスポットがない。 

・桃山城が見晴らしの良い場所にあるので，もっと皆が見に行

きたくなるようにできないか。 

・竜馬通り商店街の雰囲気など地元にとっても観光にとっても

いい場所と思う。 

・伏見稲荷大社以外への観光地に訪れたことはなく，伏見地域

での消費行動が少ない。 

・区内の観光資源を面的に活用してもらう仕組みの構築が伏見

区全体の観光産業・経済の発展の一助になると思う。 

・計画にまち全体を活性化できるような方針や施策があれば望

ましい。 

 取組方針５取組３に記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，酒造や伏見港

など，伏見の多様で魅力的な

歴史的資源を活かした持続可

能な観光モデル構築などの取

組を進めてまいります。 

 

45 

■酒と歴史をテーマとした魅力アップ 

・酒造，鳥羽伏見の戦いは全国的に有名なので活かすべき。た

だ，歴史の勉強になると面白くないので，今に引き継がれて

いること，地名の由来，語源などを発信できれば良い。 

46 

■伏見港の有効活用 

・秋に開催していたサップなどまたできれば良い。伏見港周辺

の自然は子どもにとってもいい場所。 

47 

■イベントや祭りの開催 

・桜まつりや桃山城に愛着がある。 

・地域のお祭りは多くあるが，フリーマーケットなどイベント

系の催事は少ないように思う。 

48 

■身近な商業の活性化 

・最近おしゃれな飲食店が増えてきており，この調子が続けば

良いと思う。 

4 地域別のまちづくりの取組方針 

・旧伏見市・竹田・桃山地域  
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49 

■桃山合同宿舎の改善 

・桃山合同宿舎が廃墟になっていて，景観も悪いのでなんとか

して欲しい。近隣に駐車場が少ないので，月極駐車場や子ど

も達が遊ぶ公園にしたほうが地域の役に立つ。 

御意見については，今後の

参考とさせていただきなが

ら，伏見区基本計画に掲げる

取組を進めてまいります。 

・下鳥羽・横大路・納所・淀地域 

50 

■河川沿いのまちづくり 

・桂川及び淀川沿いの地域だが，河川が国の管轄ということも

あり，堤防や河川敷のこととなると，地元の意見が届きづら

い現状を感じている。 

下鳥羽・横大路・納所・淀地

域の取組方針に，環境共生と

地域の経済成長が両立する持

続可能なまちづくりを記載し

ており，いただいた御意見の

趣旨を踏まえ，今後も取組を

進めてまいります。 

・深草地域 

51 

■多様な地域の融合 

・古い町並みが残っており，新しい住宅街・工業地もある。そ

れらを融合することで，伏見区全体が発展していけばいいと

思う。 

地域ごとの特性を活かしな

がら，取組の融合を図り，伏

見区の将来像「水と緑と温も

りのまち「伏見ですむ」」実

現に向けた取組を進めてまい

ります。 

52 

■鴨川運河の名称 

・「鴨川運河」と呼ばれることが多くなっているが，名称を本

来の疏水に戻し，歴史的遺産として残していくべきと思う。 

深草地域の取組方針に記載

しており，いただいた御意見

の趣旨を踏まえ，地域文化の

保全・継承・創造を通して地

域の活性化につなげる取組を

進めてまいります。 
53 

■魅力のＰＲ 

・深草に疎水もあり桜がきれいに咲いている。いい所なので多

くの人に PR して来てもらえるようになって，地域が活性化

していけばいいと思う。 

54 

■大学との連携 

・深草には大学も多く，地域だけでなく若い方と連携していく

ことが大事だと思うので，より一層の連携をお願いしたい。 

深草地域の取組方針に記載

しており，いただいた御意見

の趣旨を踏まえ，地域，大学

等の連携による地域の課題解

決などの取組を進めてまいり

ます。 

55 

■深草を良い街に 

・深草はいい街だと思う。このプランには広く浅くではある

が，全てが書かれており特に意見は無く，いい内容だと思

う。これからも深草をいい街にしてほしい。 

いただいた御意見の趣旨を

踏まえ，今後とも，深草地域

の豊かな自然・歴史・交通を

活かしたまちづくりに取り組

んでまいります。 

・醍醐地域 

56 

■醍醐地域の将来像 

・心と心が触れ合い，自然や行事に四季を感じてすべての人が

未来に向かって輝く，そんな伏見の醍醐地域でありたい。 

醍醐地域の取組方針に記載

しており，いただいた御意見

の趣旨を踏まえ，身近な自然

環境や地域コミュニティを活

かしたまちづくりを進めてま

いります。 
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57 

■小中一貫校や自然環境を売りとした若い世代の定住促進 

・令和７年４月に醍醐地域初の小中一貫校が設立されると聞い

ているので，教育環境が整った校舎にしていただき，若い世

代が醍醐に戻ってくるような取組を計画していただきたい。 

・京都市内外を問わず，醍醐に住みたいと思えるような環境づ

くりをアピールしてはどうか。（自然環境の中で楽しめるイ

ベントなど。例：日野野外活動施設でのレクリエーションや

山科川を清掃しながら川の生態を知るイベントなど） 

醍醐地域の取組方針に記載

しており，いただいた御意見

の趣旨を踏まえ，若者を含め

た幅広い世代の活躍や，身近

な自然環境を大切にしたまち

づくりなどの取組を進めてま

いります。 

5 その他 

58 

■行政区分と生活利便性 

・他区のほうが近くて日常生活においては便利な地域もある。

伏見区であることで郵便局などが遠くなることがある。 

御意見については，今後の

参考とさせていただきなが

ら，伏見区基本計画に掲げる

取組を進める中で，利便性の

向上等に取り組んでまいりま

す。 

59 

■注目される目玉施策が必要 

・区内の交通のインフラ整備も重要であるが，他地域から一目

置かれる目玉が必要。例えば，中高一貫校を設置して，難関

大学，難関学部への進学率向上を目的としたコースが作れれ

ば良い。 

御意見も参考としながら，

伏見区基本計画に掲げる取組

を進めてまいります。 

 


